
豊かな人間関係を育む教育課程づくり
～人権感覚育成の視点から～

２０２０．６．１２（金）

北村山地区校長会

第７４回山形県連合小学校長会研究協議会
第２分科会【教育課程】豊かな人間性
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Ⅰ研究の概要

１ ねらい
２ 方法
３ 内容
（１）実践に当たって

（２）意識調査

（３）実践研究

４ 成果と課題
５ 提言
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１ 研究のねらい

○子供たちが、夢を持ち、豊かな人間関係を

育みながら生活できる学校づくり

①人権感覚を意識した教育課程づくりと学校

経営を推進する。

②校長のあり方、役割等を明らかにする。
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２ 研究の方法

（１）意識調査
豊かな人間関係づくりにつながる教育課程づくりと人権

感覚づくりについて、実態を把握し考察する。

（２）実践研究
人間関係づくりに効果のある実践例を共有し、各校の指

導実践に生かす。

（３）考察・提言
（１）及び（２）についての検討・協議を通じて、校長

のあり方、役割等についてまとめ提言する。 4



３ 研究の内容

（１）研究に当たって（語義の整理）

■「人権感覚」とは・・・

① 自他の人権が擁護された状態を感知し、これを

よしとする感覚

② 自他の人権が侵害されている状態を感知し、こ

れを許せないとする感覚
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３ 研究の内容

■校長の役割

① 学校のグランドデザイン
② 組織づくり
③「Ｐ‐Ｄ‐Ｃ‐Ａ」のシステムづくり
④ カリキュラム・マネジメントの職員周知と
経営参画意識の高揚

⑤ 地域連携など教育資源の確保
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３ 研究の内容
■実践整理の軸

Ａ 学校経営（グランドデザイン）の明確さ

Ｂ 学校運営の工夫
① 組織づくり

②「Ｐ‐Ｄ‐Ｃ‐Ａ」のシステムづくり

③ カリキュラム・マネジメントの職員周知と

経営参画意識の高揚

Ｃ 地域連携や教育資源の確保
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３ 研究の内容

（２）意識調査

① 対象 北村山地区内校長（悉皆２５名）

教頭・教務主任・教諭（抽出計３２名）

② 内容 ア 豊かな人間関係の育成のために重視している

領域等について

イ 人権感覚の育成についての意識や人権教育

の取り組みについて

③視点 校長と教頭・教務・教諭を、職の違いから対比し、

分析する。
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３ 研究の内容
〈表１〉どの職も「体験活動」・「道徳」・「特別活動」の意義を認めてい
る。
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Ｑ１「豊かな人間関係」を育む活動・領域は？

道徳 特別活動 体験活動 人権教育 その他



３ 研究の内容

〈表２〉どの職も「人権感覚」を意識しているが、校長には自信のなさが伺え
る。
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Ｑ２「人権感覚の育成」を意識しているか？

行っている どちらかと言えば行っている

あまり行っていない 行っていない



３ 研究の内容
〈表３〉校長は、人権教育の実践を教育活動全体で幅広く実践することと認識して

いるが、担任は「教科・道徳」と「講話・交流活動」を中心領域と認識している。
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Ｑ３「人権教育」の主な取り組みは？
教科・道徳 講話 体験活動 交流活動 作文・応募 児童会活動 環境整備 その他



３ 研究の内容
〈表４〉人権教育の充実のために校長は「体験・交流活動」と「年間指導計画への位置づ
け」を重視しているが、担任は「道徳授業の充実」と「特別活動の充実」を重要視してい

る。
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Ｑ４「人権教育」充実のため、必要なことは？

年間計画への位置づけ 道徳の授業の充実

特別活動の充実 地域連携による学習環境の整備

幼保小・小小・小中の連携 家庭との連携

体験・交流活動の重視 その他



３ 研究の内容

（２）意識調査の考察

① 学校経営を担う校長の意識は、「体験活動」と「交
流活動」を中心にして、年間計画に基づき確実に育成
することを目指している。

⇒ 校長のめざす学校経営について全ての職員
に周知し共有する手立てを講じるとともに、
校内体制づくり、取り組み内容の見届けと指
導など、指導実践の充実を図るリーダーシッ
プが必要である。 13



３ 研究の内容
（２）意識調査の考察

② 教育を直接担う学級担任の意識は、日々の指
導の場である「教科・道徳指導」に向いてい

る。

⇒ 他の領域においても豊かな人間関係を育むこ

との意義を踏まえた実践となるよう、児童の発

達実態に応じた工夫や他の教育活動との関連を

生かすなど、さらなる充実を目指したい。
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３ 研究の内容

（２）意識調査の考察

③ 「人権」は、日常のあらゆる教育活動の基盤となる

普遍的な価値である。

⇒ 全ての教職員が、「自他を尊重し、侵害等を

許さない感覚」を備えて児童の前に立つこと
で、

豊かな人間関係づくりとよりより学校づくりが

達成される。
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３ 研究の内容

（３）実践研究

Ａ 学校経営（グランドデザイン）の明確さ
・「子供の良さを認め、伸ばす学校に」 ⇒いいとこメガネ
・「授業づくりの精神」 ⇒分からないことは宝
・「語り合う学校風土の構築」 ⇒判断力・説明力・かかわり力
・「人権感覚を育成する教育活動の奨励」

≪成果≫
○教師の指導姿勢が児童に反映。自尊感情の高まり。
○良さを伝えあう学校風土。人権感覚の高まり。
○支えあう活動を地道に行える子供の増加。 16



３ 研究の内容

（３）実践研究

Ｂ 学校運営の工夫

① 組織づくり

・「ミドルリーダーの育成」「教職員の人権感覚の醸成」

・「学年ブロック主任の新設」「語り合える職場づくり」

・「研究推進のための指導助言とコーデイネート」
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３ 研究の内容

（３）実践研究

Ｂ 学校運営の工夫

②「Ｐ‐Ｄ‐Ｃ‐Ａ」のシステムづくり

・マイルストーンの設定

・児童への学校目標や重点の説明
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■参考①

マイルス
トーン
（東根小）
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■参考②

児童への説明
（西郷小）
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３ 研究の内容

（３）実践研究

Ｂ 学校運営の工夫

③ カリキュラム・マネジメントの職員周知と経営参

画意識の高揚
・学級カリキュラムの作成
・別葉の作成
・全職員によるカリキュラム・マネジメント表の作成

≪成果≫
○職員や児童の参画意識の高まり。
○「Ｐ・Ｄ重視」から「Ｃ・Ａ重視」への転換。 21



■参考③

学級カリ
キュラム
（東根小）
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■参考④
全体計画別葉
（玉野小）
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３ 研究の内容
（３）実践研究

Ｃ 地域連携や教育資源の確保
・コミュニティスクールによる多様で良質なかかわりづく

り。

・地域連携、小中連携による「社会に開かれた教育活動」の

具体化。

≪成果≫
○地域での居場所づくり。
○自己有用感の高まり。
○多様な人や考え方にかかわる場づくり。 24



■参考⑤

南っ子ふるさと学習
（大石田南小）
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■参考⑥

地域クリーン
作戦
（福原小）
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４ 成果と課題

（１）成果

○ 意識調査から把握した実態と課題を改善する

ために、教育活動の意義やねらいについて職員

で共有しながら実践を展開することができた。

○ ３つの実践軸での経営改善を通して、校長の

役割や為すべき指導について明らかにすること

ができた。
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４ 成果と課題

（２）課題

● 本地区では、伝統的に自他を大切にする学校

運営が行われているが、「人権感覚の育成」の

視点から教育活動を見直す意識の継続も必要で

ある。
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５ 提言

■「人権感覚」を意識した教育課程づくりと教育実践に、全

職員の意識を揃えて取り組むことが重要である。

■学校経営の具現化のため、職の特性や違いによる意識の差

を十分に把握した上で、経営方針の周知、組織づくり、

「Ｐ-Ｄ-Ｃ-Ａ」のシステムづくりを行っていくことが重要

である。 29



５ 提言

■学校を支える地域や保護者が「豊かな人間関係づくり」や

「人権感覚の育成」を意識し学校や児童と関わる協働的な

体制づくりと実践が重要である。

30



豊かな人間関係を育む教育課程づくり
～人権感覚育成の視点から～

２０２０．６．１２（金）

北村山地区校長会

ご清聴ありがとうございました。

第７４回山形県連合小学校長会研究協議会
第２分科会【教育課程】豊かな人間性
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